
●駅まち再構築のポイント

●「空間の共有」と「機能の連携イメージ」

空間
機能

駅まち空間

周辺市街地駅空間 駅前空間

改札内 改札外 駅前広場 駅広隣接地区

交
通
空
間

乗降機能
交通結節機能

環
境
空
間

交流機能
防災機能

都市環境
形成機能

サービス機能
公共機能
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課題

⑩宇都宮駅
【G】

駅まち再構築
のポイント

整備イメージ
出典：宇都宮市「宇都宮駅東口整備事業 施設全体概要」

駅広隣接地区に
活性化施設を設置

課題
都市の玄関にふさわしい魅力ある都市空間の整備が必要
全国的なネットワークの拠点としての駅・駅周辺の活力向上が必要

• LRTの新設により人流の増加が見込まれるが、魅力的な都市機能が不足

【G】サービス機能を駅広隣接地区に集約解決策

• 駅広隣接地区に都市の魅力向上などに資する賑わい交流施設やホテル、都市型の商業
施設など多様で高次な都市機能の導入により新たな都市拠点を形成

交流広場

賑わい交流施設

※ＬＲＴ停留場及び軌道につきましては，本事業とは別事業
であり， 現在の計画を反映したものではありません。



●駅周辺地図

駅まち再構築 事例集
⑩宇都宮駅

所在地 栃木県宇都宮市 自治体人口 約52万人（2020年１月時点）

乗り入れ路線 3線
・東北新幹線
・JR東日本東北本線、日光線
（LRT整備中）

乗降客数 7.3万人/日
（2017年度）
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駅前広場（3・4・137号駅東口広場通り）
面積：約13,300㎡

コンベンション施設
積：約12,000㎡

凡例 （✔がついているものが該当）

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

●基礎情報

出典：国土地理院 基盤地図情報

賑わい交流施設
面積：約11,000㎡

交流広場（地区施設
の広場）
面積：約6,000㎡



駅まち再構築 事例集

●駅まち再構築の実現における工夫

• 駅前広場、拠点施設との連携により、多くの人や情報が交流する賑わいを活かし、様々なイベ
ントや活動の場となる新たな交流拠点にふさわしい都市空間（交流広場）を整備

⑩宇都宮駅
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事業の概要

LRT整備と連携して、駅前の大規模空閑地に産業支援・業務施設、公益・交
流施設の地区開発の拠点となる施設を導入。特例容積率適用地区制度により
施設構成に合わせた適切な容積率の配分を実現

民間の有する企画力・資金力などを最大限に活かしたPPPを活用

整備イメージ
出典：宇都宮市「宇都宮駅東口整備事業 施設全体概要」

交流広場整備イメージ
出典：宇都宮市「宇都宮駅東口整備事業 施設全体概要」

LRT事業

整備内容 停留場

整備主体 宇都宮市

管理主体 宇都宮市

PPP事業

整備内容 交流広場，賑わい交流施設，自転車駐車場，商業施設，宿泊施設，分譲マンション，
高度専門病院，駐車場

整備主体 民間事業者（野村不動産を代表とする17社グループ），宇都宮市

管理主体 民間事業者（野村不動産を代表とする17社グループ），宇都宮市



●駅まち再構築の経緯

駅まち再構築 事例集

• 1996年と1998年に、宇都宮市が旧国鉄清算事業団から宇都宮駅東口の約2.8ヘクタールの土
地を取得。

• 公民のパートナーシップによる施設整備と管理運営を目指し、2003年に「事業提案競技」を
実施し、宇都宮市とともに施設整備計画やその具体化を図るための事業化計画を策定するパー
トナーを選定したが、リーマンショックの影響などにより2009年に事業者が辞退。

• その後、LRT整備に向けた地区計画の変更や対話型市場調査などを経て、2018年3月に宇都宮
駅東口地区のまちづくりを行うパートナーとなる事業者の募集を行い、同年6月に優先交渉権
者を決定した。

• あわせて、2018年1月には、民間の有する企画力・資金力などを最大限に活用したPPPによる
まちづくりを進めるため、当該地区整備に関する基本方針や導入機能を定めた宇都宮駅東口地
区整備方針も策定されている。

⑩宇都宮駅
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年度

上位計画

都市計画

事業

経緯

LRT整備事業

地区
計画

区画
整理

都市計画
マスタープラン

●

都心部
グランドデザイン

●

事業
認可
●

都決

宇都宮駅東口地区
整備方針
●

宇都宮駅東口地区
整備基本計画

●

都決
地区
計画

変更都決

提案競技
●

宇都宮駅東地区
整備事業

事業者辞退
●

対話型市場調査
●

事業者募集 ● ●

事業契約締結

第2次都市計画
マスタープラン

●

宇都宮市中心市街地
活性化基本計画

●

第2期
宇都宮市中心市街地
活性化基本計画

●

特例
容積

都決

地区
計画

変更都決

第3次都市計画
マスタープラン

●

第3期
宇都宮市中心市街地
活性化基本計画
●

2014 20182004 20122006 2008 2010 2016 2020200220001996 1998 2022



●上位計画
⑩宇都宮駅

駅まち再構築 事例集

■第３次宇都宮市都市計画マスタープラン（2019）
• 宇都宮駅周辺において、ＬＲＴや駅前広場、歩行者デッキ等の基盤施設整備による交通結
節機能の強化や、市街地再開発事業等の促進による商業・業務・生活・文化などの高次で
多様な機能の集積、LRTと一体となった魅力・風格ある景観形成などを進めることにより、
本市の玄関口にふさわしい広域交流拠点の形成を図る。
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●上位計画
⑩宇都宮駅

駅まち再構築 事例集
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■第3期宇都宮市中心市街地活性化基本計画（2019）
• 中心市街地を、ネットワーク型コンパクトシティの中枢となる都市拠点として位置づけ、
都市の活力を高め，賑わいを創出するための各種取組を計上している。

3-35.小幡・清住土地区画整理事業〔4-53〕

2-18.夜の街なか回遊促進事業

計画対象区域（約173ha）

2-22.釜川整備活用事業

2-21.餃子通りの魅力創出

1-4.二荒山神社周辺における市街地再開発事業の促進

3-29.交通ＩＣカードの導入
3-33.レンタサイクル拡充事業
3-34.ウォーカブルな歩行空間づくり

1-5.ＬＲＴの駅西側導入を見据えたまちづくり推進
事業〔3-37〕

1-2.ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区の整備

1-12.空き店舗活用事業
1-13.魅力ある商店街形成事業
2-15.都市ブランド戦略の推進
2-16.魅力ある景観づくり事業
2-17.冬の夜間景観賑わい創出事業
2-25「自転車のまち宇都宮」の推進〔3-32〕
2-26.国際的スポーツイベントと連携した街なかの賑わい

創出事業〔3-47〕
3-39.ＩＣＴを活用した観光情報の発信
3-40.キャッシュレス決済システム導入の促進
3-41.情報発信・収集が可能なデジタルサイネージの導入

3-42.インバウンド促進事業
3-43.街なか「おもてなし」推進事業
3-44.愉快な街の得するゼミナール「まち

ゼミ」事業
3-48.拠点広場における賑わい・交流向上

事業
5-60.街なか誘客のための情報発信の強化
5-61.ＭＩＣＥ等の誘致強化
5-62.エリアマネジメント促進事業
5-63.街なか全体のマネジメント促進に向

けた体制強化

1-6.ＬＲＴの駅西側導入を見据えた市民によ
るまちづくり活動の促進〔3-38〕

1-7.駐車場の適正配置の推進〔3-36〕
1-10.公共空間の利活用促進
2-25.「自転車のまち宇都宮」の推進〔3-32〕
3-29.交通ＩＣカードの導入
3-31.バス路線の充実
3-33.レンタサイクル拡充事業
3-34.ウォーカブルな歩行空間づくり

2-20.大谷石を活用した賑わい創出事業

1-3.東武宇都宮駅周辺地区
まちづくりの推進

凡 例

戦略区分 事業区分

1-数字:「活力向上」事業
2-数字:「魅力向上」事業
3-数字:「賑わい創出」事業
4-数字:「居住促進」事業
5-数字:「仕組みづくり」事業

活性化戦略１

活性化戦略２

1-1.ＪＲ宇都宮駅東口地区整備の推進〔2-27〕
3-28.ＪＲ宇都宮駅東側へのＬＲＴの導入


